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国立大学への運営貴賓付合の譜離
予算ペース
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北海道大人件費55億円削減案

醐大採用・昇任2年間凍緯

公費負担低水準

科学発展望めぬ

地
方
の
国
立
大
教
員
雇
用
に
寒
風

国
立
大
学
で
馨
貝
の
人
件
費

を
削
滅
す
る
動
き
が
加
速
し
て

い
る
。
4
0
哉
未
満
の
若
手
教
員

の
う
ち
、
5
年
程
度
の
「
任
期

つ
き
」
教
員
が
6
割
を
超
え
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
国

か
ら
の
お
金
が
減
る
申
、
教
員

の
雇
用
や
昇
任
も
脅
か
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
特
に
、
地
方
の
大
学

か
ら
は
悲
鳴
が
上
が
る
。

「
北
大
で
こ
の
惨
状
」
　
「
博

士
号
取
得
者
の
受
け
入
れ
先
が

な
く
な
り
、
日
本
か
ら
優
秀
な

人
材
が
逃
お
る
÷
・
…
。

9
月
、
ツ
イ
ッ
ヌ
ー
上
で
、

あ
る
ブ
ロ
グ
を
引
用
し
た
つ
ぶ

や
き
が
転
戦
さ
れ
た
。
北
大
教

職
員
組
合
執
行
委
員
会
が
「
激

震
！
　
教
授
2
0
5
名
分
の
人

件
費
削
減
を
提
案
」
と
伝
え
た

ブ
ロ
グ
だ
。
8
月
下
旬
の
学
内

の
会
議
で
、
大
学
側
が
示
し
た

内
容
だ
と
い
う
。

北
大
は
「
葉
を
示
し
な
の
は

事
実
だ
が
、
検
討
段
階
な
の
で

答
え
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
だ

が
、
学
内
資
料
や
複
数
の
教
員

に
よ
る
と
、
当
初
の
削
減
案
で

は
2
0
1
1
年
度
か
ら
5
年
間

で
人
件
費
を
1
4
・
4
％
、
績
額

弱
億
円
削
減
す
る
と
さ
れ
、
削

減
幅
は
1
7
年
度
が
最
大
の
9
・

9
％
。北

大
は
各
部
局
に
配
分
さ
れ

た
「
人
件
費
ポ
イ
ン
ト
」
に
基

づ
き
、
教
授
（
1
・
0
謡
）
や

稚
教
授
（
0
・
8
藷
）
な
ど
の

教
員
を
雇
用
す
る
。
当
初
の
削

減
案
で
は
、
大
学
は
「
2
0
5

・
5
詩
」
を
削
減
予
定
で
、
本

来
は
雇
え
る
の
に
雇
用
し
て
い

な
い
未
使
用
分
を
除
く
と
、
教

授
1
2
0
人
分
以
上
に
相
当
す

る
削
減
が
必
要
に
な
る
。
Ⅱ
月

に
は
「
1
8
6
・
2
避
」
に
縮

小
す
る
修
正
案
を
示
し
た
。

人
件
費
に
あ
て
る
こ
と
が
で

．
き
る
、
国
か
ら
北
大
へ
の
一
般

運
営
費
交
付
金
は
0
4
年
度
の
3

4
6
億
1
千
万
円
か
ら
蹄
年
度

は
3
1
1
億
円
に
減
少
。
共
済

年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
の
移
行

に
伴
う
制
度
改
革
も
あ
り
、
財

政
が
悪
化
し
た
。

農
学
部
の
教
授
は
「
人
件
費

に
手
を
つ
け
る
の
が
一
番
楽
な

の
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と
早
く
収

支
改
善
の
手
を
打
つ
べ
き
だ
っ

た
」
と
憤
る
。
文
学
部
教
授

は
、
削
減
案
を
受
け
て
「
教
授

へ
の
昇
進
を
含
め
て
人
事
を
操

績
し
た
」
と
打
ち
明
け
る
。
当

初
案
に
対
し
、
大
学
の
2
5
部
局

は
「
最
大
限
の
収
支
改
善
策
を

検
討
し
た
跡
が
な
い
」
な
ど
と

す
る
意
見
を
表
明
。
組
合
は
撤

回
を
求
め
て
い
る
。

大
学
側
は
退
職
者
を
補
充
せ

ず
、
「
任
期
つ
き
」
教
員
の
任

期
を
延
長
し
な
い
こ
と
な
ど
で

達
成
す
る
と
説
明
。
だ
が
修
正

案
に
し
て
も
大
学
の
根
幹
で
あ

る
教
員
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

同
じ
よ
う
に
財
政
難
に
苦
し

む
高
知
大
も
1
6
、
1
7
年
度
の
2

年
間
、
採
用
や
昇
任
な
ど
の
人

事
を
謙
語
す
る
。
教
授
が
定
年

退
職
し
て
も
准
教
授
の
昇
任
は

な
く
、
新
規
採
用
は
し
な
い
。

教
員
が
い
な
く
な
る
講
座
で

は
、
退
職
後
の
教
授
が
シ
ニ
ア

と
し
て
教
え
続
け
た
り
、
他
の

教
員
が
兼
任
し
た
り
す
る
予
定

だ
。
そ
れ
で
も
財
務
状
況
が
改

善
す
る
見
通
し
は
な
く
、
さ
ら

に
教
授
2
5
人
分
の
人
員
削
減
が

必
要
。
高
知
大
教
職
員
組
合
の

原
略
道
彦
教
授
は
「
昇
任
も
な

け
れ
ば
、
若
手
の
士
気
も
下
が

る
」
と
心
配
す
る
。

高
知
大
で
は
現
在
、
教
員
1

人
あ
た
り
の
自
由
な
研
究
費
も

年
額
Ⅱ
万
3
千
円
に
と
と
ま
っ

て
い
る
が
、
箱
田
規
雄
遵
奉
は

「
保
護
者
の
所
得
を
考
え
る
と

学
費
の
値
上
げ
も
で
き
な
い
」
。

今
で
も
授
業
料
を
払
え
ず
に
休

学
す
る
学
生
が
年
間
で
数
十
人

い
る
か
ら
だ
。
「
地
方
で
は
寄

付
も
集
ま
り
に
く
い
。
こ
れ
以

上
の
交
付
金
の
削
減
を
止
め
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

8
6
の
国
立
大
で
つ
く
る
国
立

大
学
協
会
が
鰐
毎
秋
に
行
っ
た

調
査
で
は
、
「
定
年
退
職
者
の

補
充
を
し
な
い
十
な
ど
、
人
件

費
の
削
顕
策
を
「
す
で
に
実

施
」
　
「
今
後
実
施
」
と
い
う
大

学
は
3
3
に
の
ぼ
っ
た
♪

大
学
馨
貝
を
め
ざ
す
若
手
も

心
配
す
る
。
全
国
大
学
院
生
協

議
会
が
6
～
9
月
に
行
っ
た
韻

萱
で
は
、
回
答
し
た
5
6
3
人

の
う
ち
飢
・
7
％
が
「
就
職
状

況
」
を
懸
念
し
て
い
た
。
議
長

の
博
士
後
期
課
程
2
年
土
肥
有

理
さ
ん
（
2
8
）
は
今
後
の
ポ
ス
ト

を
築
し
て
い
る
が
、
見
つ
か
っ

て
い
な
い
。
「
高
校
の
非
常
勤

講
師
な
ど
で
食
い
つ
な
き
、
大

学
教
員
や
研
究
者
へ
の
就
職
を

あ
き
ら
め
る
人
も
多
い
。
国
は

大
学
の
予
算
を
抜
本
的
に
増
や

し
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

国
な
お
改
革
要
求
書
「
妊
期
つ
き
」
耐
え
る
現
場

だ
が
、
国
立
大
を
見
る
目
は

厳
し
い
。
今
月
Ⅱ
日
、
説
金
の

使
い
方
を
検
証
す
る
政
府
の
行

政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
で
は
、
国
立

大
を
め
ぐ
る
厳
し
い
言
葉
が
飛

び
交
っ
た
。

事
業
を
検
証
す
る
有
識
者

e
予
算
不
足
で
照
明
の
交
換
が
で
き
な
い
と
い
う
高
知
大
の
教
雫
少
し
暗

く
感
じ
た
。
壁
の
塗
装
は
一
部
が
は
が
れ
、
力
⊥
ア
ン
も
古
び
て
い
た

＝
ュ
0
月
2
6
日
、
高
知
大
朝
倉
キ
ャ
ン
パ
ス

⑲
S
N
S
上
で
話
題
に
な
っ
た
北
海
道
大
学
教
職
員
組
合
の
ブ
ロ
グ
の
画
面

東
大
名
誉
教
授
で
東
京
理
科
大
学

長
の
藤
嶋
眠
さ
ん
の
詰
　
日
本
の
高

等
教
育
へ
の
公
費
負
担
は
O
E
C
D

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国
の

中
で
も
最
低
水
準
で
、
国
の
経
済
規

模
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。
国
の
財

政
が
厳
し
い
の
は
わ
か
る
が
、
こ
の

状
況
を
改
善
し
な
い
限
り
、
日
本
の

科
学
技
術
の
進
歩
や
発
展
は
望
め
な

い
と
思
う
。

近
年
、
定
年
退
職
者
の
再
雇
用
や

任
期
延
長
が
増
え
、
若
手
の
雇
用

を
奪
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
大
学

が
若
手
教
員
を
雇
い
、
研
究
や
教

育
に
専
念
で
き
る
環
境
も
整
え
る
べ

きだ。

「
追
加
で
補
助
金
を
も
ら
え
な

け
れ
ば
、
若
手
の
ポ
ス
ト
を
確

保
で
き
な
い
と
い
う
の
は
説
明

が
つ
か
な
い
。
何
を
や
っ
て
き

た
の
か
」

文
部
科
学
省
「
組
織
改
革
は

大
幅
に
進
ん
で
い
る
」

山
本
幸
三
・
行
政
改
革
相

「
学
長
は
教
授
を
ク
ビ
に
で
き

る
の
か
。
企
業
経
営
的
な
運
営

が
で
き
て
い
な
い
」

国
の
財
政
難
の
中
で
運
営
費

交
付
金
が
削
ら
れ
る
半
面
、
文

劫
省
は
「
改
革
に
積
極
的
に
取

り
組
む
大
学
を
強
力
に
支
援
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
学
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
」
と
し

て
、
改
革
を
進
め
る
大
学
に
は

別
の
補
助
金
を
出
し
、
メ
リ
ハ

リ
を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

千
葉
大
の
徳
久
剛
史
学
長
は

「
交
付
金
の
滅
額
に
耐
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
、
各
国
立
大
は
試

さ
れ
て
い
る
」
と
み
る
。

千
葉
大
は
0
7
．
年
度
か
ら
海
外

拠
点
作
り
を
進
め
、
今
年
4
月

に
は
国
際
教
養
学
部
を
新
設
す

る
な
ど
の
改
革
を
行
う
一
方
、

Ⅱ
年
度
か
ら
ば
退
職
者
が
出
て

も
1
年
間
補
充
せ
ず
、
民
間
な

ど
の
外
部
資
金
を
確
保
し
、
5

年
ほ
ど
の
「
任
期
つ
き
」
で
若

手
を
雇
っ
て
き
た
。
任
期
つ
き

教
員
は
0
4
年
度
の
ゼ
ロ
か
ら
1
6

年
度
は
2
4
2
人
（
全
体
の
1
8

・
l
％
）
に
増
え
た
。

今
年
度
か
ら
は
教
員
採
用
の

仕
組
み
を
変
え
た
。
退
職
者
の

ポ
ス
ト
を
原
則
3
年
間
、
補
充

せ
ず
、
各
学
部
は
学
長
を
ト
ッ

プ
と
す
る
教
員
人
事
調
整
委
員

会
に
申
請
し
、
「
機
能
強
化
に
意

味
が
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
れ
ば

雇
用
で
き
る
。
徳
久
学
長
は
「
交

付
金
削
減
を
逆
手
に
取
っ
て
変

わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

（
松
本
理
恵
子
、
杉
原
里
美
、
水
沢

健一）


